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（ ）移動式クレーンに関する知識

問 １ 移動式クレーンに関する用語について、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）ジブ長さとは、ジブフートピンの中心からジブポ

イントまでの距離をいう。

（２）補巻とは、巻上装置が二セット設けられている場

合に、単索で荷をつるロープ側のことをいう。

（３）ジブの傾斜角を大きくすることをジブの下げ、小

さくすることをジブの上げという。

（４）地上(移動式クレーンを設置した面)から上の揚程

を地上揚程、下の揚程を地下揚程といい、地上揚程

と地下揚程の和を総揚程という。

（５）定格総荷重とは、移動式クレーンの構造及び材料

並びにジブの傾斜角及び長さに応じて負荷させるこ

とができる最大の荷重をいい、つり具の質量も含ま

れる。

問 ２ 移動式クレーンの種類、形式に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）オールテレーンクレーンは、道路上での高速走行

性と不整地走行性を有し、前後輪駆動・前後輪操向

が可能である。

（２）レッカー形トラッククレーンは、ジブ長さが通常

１０ｍ程度で、シャシ後部に事故車等のけん引用の

ピントルフック、ウインチ等が装備されている。

（３）浮きクレーンのクレーン装置は、旋回するものと

旋回しないものに、また、ジブが起伏するものと固

定されたものに大別される。

（４）車両積載型トラッククレーンは、積卸用のクレー

ン装置と貨物積載用の荷台を備えており、つり上げ

能力は３ｔ未満のものが多い。

（５）トラッククレーンのキャリアは、一般に前輪駆動

式で、Ｈ形又はＸ形のアウトリガーを備えている。

問 ３ クローラクレーンに関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）クローラクレーン用台車は、起動輪を駆動するこ

とにより走行フレームの下部ローラがクローラの上

を回転し前進する。

（２）クローラは、一般に鋳鋼又は鍛鋼製のシューをエ

ンドレス状につなぎ合わせたものであるが、ゴム製

のものもある。

（３）クローラのシューには、幅の広いものと狭いもの

があり、シューを取り換えることにより接地圧を変

えることができる。

（４）左右方向の安定は、クローラクレーン用台車の起

動輪と遊動輪の中心間距離を長くすることにより、

よくなる。

（５）平均接地圧（kＮ/ｍ ）は、全装備質量（ｔ）に
２

９.８（ｍ/ｓ ）を掛けた数値を、クローラの接地
２

する総面積（ｍ ）で割ったもので表される。２

問 ４ 移動式クレーンの上部旋回体に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）上部旋回体は、ボールベアリング式などの構造の

旋回支持体を介して下部機構の上に架装されており、

全体が旋回運動をする。

（２）トラッククレーンの上部旋回体は、旋回フレーム

上に巻上装置、運転室等が設置され、旋回フレーム

の後方にカウンタウエイトが取り付けられている。

（３）クローラクレーンの旋回フレームの前部には、ジ

ブ取付けブラケットがあり、ジブ下部は、このブラ

ケットにフートピンで接合されている。

（４）クローラクレーンのＡフレームは、ジブの起伏を

ワイヤロープを用いて行うために装備されている。

（５）ラフテレーンクレーンの上部旋回体の運転室には、

クレーン操作装置が装備されており、走行用操縦装

置は下部走行体の運転室に装備されている。



問 ５ 移動式クレーンの巻上装置に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）巻上装置は、ウインチ操作レバーを操作すると、

ウインチ油圧モータ、減速機、クラッチ、ドラムの

順に駆動力が伝わり、荷の巻上げ、巻下げが行われる。

（２）クローラクレーンには、一般に、荷の巻上げ、巻

下げ用の巻上装置のほか、起伏用ワイヤロープを巻

き取るドラムが装備されている。

（３）巻上装置のブレーキは、ブレーキドラムをブレー

キバンドで締め付け、摩擦力で制動する構造になっ

ている。

（４）巻上装置のブレーキの開放は、ブレーキバンドを

締め付けるスプリング力を油圧シリンダで開放する

機構になっている。

（５）巻上装置のクラッチは、バンドを締め付けるスプ

リング力により、自動的にドラム軸の回転を巻上ド

ラムに伝える。

問 ６ 移動式クレーンのフロントアタッチメントに関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）グラブバケットは、ばら物の荷をつかむ装置で、

複索式二線型にはタグラインを備えることが多い。

（２）箱形構造ジブの伸縮は、ジブ内部に装着された伸

縮シリンダで行うが、ワイヤロープ又はチェーンを

併用するものもある。

（３）ペンダントロープは、ジブ上端と上部ブライドル

とをつなぐワイヤロープである。

（４）ジブバックストップは、ジブが後方へ倒れようと

するとき、その全質量を受止めて、倒れるのを防止

する支柱である。

（５）箱形構造のジブは、ジブの下面に取り付けられた

起伏シリンダの伸縮によってジブの傾斜角を変える。
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問 ７ 移動式クレーンに用いられるワイヤロープに関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）「Ｓより」のワイヤロープは、ロープを縦にした

ときにストランドが左上から右下へよられている。

（２）「ラングより」のワイヤロープは、ロープのより

の方向とストランドのよりの方向が同じである。

（３）ワイヤロープをクリップ止めするときは、クリッ

プのナットがロープの端末側（引張側と反対の側）

にくるようにして締める。

（４）「普通より」のワイヤロープは、「ラングより」

のワイヤロープに比べてキンクしにくい。

（５）巻上げ用ワイヤロープを交換したときは、定格荷

重の半分程度の荷をつって、巻上げ、巻下げの操作

を数回行いワイヤロープをならす。

問 ８ 移動式クレーンの安全装置に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）玉掛け用ワイヤロープの外れ止め装置は、フック

から玉掛け用ワイヤロープが外れるのを防止するた

めの装置である。

（２）旋回警報装置は、旋回中にはさまれる等の災害を

防止するため周囲の作業者に危険を知らせる装置で、

通常、そのスイッチは旋回操作レバーに取り付けら

れている。

（３）作業範囲制限装置は、ジブ上下限、作業半径、地

上揚程、旋回位置等の作業可能範囲をあらかじめ設

定し、範囲外への作動に対し自動的に停止させる装

置である。

（４）油圧駆動装置の油圧回路には、衝撃圧の影響を防

止するため、逆止め弁が備えられている。

（５）ジブ起伏停止装置は、ジブの起こし過ぎによるジブ

の折損や後方への転倒を防止するための装置である。



問 ９ 移動式クレーンの取扱いに関し、次のうち誤ってい

るものはどれか。

（１）地切りの際、巻上げ操作による荷の横引きは行わ

ない。

（２）トラッククレーンは、荷をつって作業を行う場合、

一般に側方が最も安定がよく、次に後方がよいこと

に注意する。

（３）移動式クレーンで荷をつって走行することは、原

則として行わない。

（４）雷が接近したときは、移動式クレーンの作業を中

止する。

（５）クローラクレーンをトレーラに積み込むときは、

登坂の途中では方向転換を行わず、向きを変える必

要がある場合には、一旦地上に降りて方向を直す。
たん

問１０ 移動式クレーンの作業半径に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）作業半径とは、フートピンから、フックの中心よ

りおろした鉛直線までの水平距離をいう。

（２）ジブの傾斜角を変えないまま、ジブを縮小すると、

作業半径は小さくなる。

（３）ジブの長さを変えないまま、ジブを下げると、作

業半径は大きくなる。

（４）荷をつったときの作業半径は、つらないときに比

べて若干大きくなる。

（５）ジブの傾斜角が同一である場合、作業半径が小さ

くなるほど、定格荷重は大きくなる。
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（原動機及び電気に関する知識）

問１１ ディーゼルエンジンに関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）ディーゼルエンジンは、燃焼室に送った高圧の燃

料を電気火花によって着火、燃焼させて、ピストン

を往復運動させる。

（２）４サイクルエンジンは、カム軸が１回転するごと

に１回の動力を発生する。

（３）４サイクルエンジンは、クランク軸が２回転する

ごとに１回の動力を発生する。

（４）２サイクルエンジンは、吸入、圧縮、燃焼、排気

の１循環をピストンの２行程で行う。

（５）２サイクルエンジンは、ピストンが１往復するご

とに１回の動力を発生する。

問１２ ディーゼルエンジンに取り付けられる補機、装置又

はその部品に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）燃料フィルタは、燃料に混入しているじんあいや

水分を除去するものである。

（２）ガバナは、燃料の噴射量を負荷に応じて加減し、

自動的に回転速度を調整する装置である。

（３）過給器は、エンジンの出力を増加させるために、

燃料をシリンダ内に強制的に送り込む装置である。

（４）タイミングギヤは、カム軸とクランク軸の間に組

み込み、エンジンの各行程が必要とするときに吸・

排気バルブの開閉を行わせる歯車装置である。

（５）潤滑装置は、軸受、ピストンリング、シリンダ等

の摩擦部分に潤滑油を与え、摩擦損失、焼付け等を

防止するためのものである。

問１３ 油圧装置に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）油圧装置は、「閉じ込められた液体の一部に加え

た圧力は、大きさが変わることなく液体の全ての部
すべ

分に伝わる」という原理を応用したものである。

（２）油圧ポンプの流量（１分間に流れる油の量）は、

ポンプ容量に１分間のポンプ回転数をかけて求めら

れる。

（３）ピストン面積が１ と１０ のシリンダをパイcm cm
２ ２

プでつなぎ油を満たした状態で、１ のピストンcm
２

に１０Ｎの力を加えると、１０ のピストンにはcm
２

１００Ｎの力が加わる。

（４）ゲージ圧力は、真空を「０Ｎ/ 」とした圧力をmm２

いう。

（５）圧力計が５Ｎ/ を示しているとき、この圧力のmm２

絶対圧力は約５.１Ｎ/ である。mm２



問１４ 油圧駆動装置に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）油圧モータは、圧油をこれに押し込むことにより

駆動軸を回転させる装置である。

（２）油圧モータは、機構により、歯車モータ、ベーン

モータ、プランジャモータに分類される。

（３）アキシャル形プランジャモータは、プランジャが

回転軸と同一方向に配列されている。

（４）油圧シリンダは、油圧ポンプから送られてきた圧

油の力でピストンを直線運動させる装置である。

（５）大型の移動式クレーンでは、油圧シリンダは、一

般にスプリングによる戻り機構の単動形シリンダが

使用されている。

問１５ 油圧装置の油圧制御弁に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）リリーフ弁は、油圧回路の油圧が設定した圧力以

上になるのを防ぐために用いられる。

（２）絞り弁は、自動的に絞り部の開きを変えて流量及

び油圧の調整を行うために用いられる。

（３）パイロットチェック弁は、ある条件のときに逆方

向にも流せるようにしたもので、アウトリガー回路

破損時の垂直シリンダの縮小防止に用いられる。

（４）逆止め弁は、所定の圧力に達すると、スプールを

押しのけて一方向には流れを自由に通過させ、逆方

向の流れを完全に止めてしまうために用いられる。

（５）方向切換弁は、油の流れの方向を切り換えて油圧

シリンダの運動方向及び油圧モータの回転方向を変

えるために用いられる。

問１６ 油圧装置の付属機器又は配管類に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）エアブリーザは、タンクに出入りする空気をろ過

し、タンク内にチリやゴミが入らないようにするた

めのものである。

（２）圧力計は、油圧回路内の圧力を計る計器で、一般

にブルドン管式圧力計が用いられている。

（３）ラインフィルタは、作動油をろ過するための金網

式のエレメントを備え、ポンプ吸込み側に取り付け

られる。

（４）フレア管継手は、管の先端をラッパ状に広げ、こ

の部分を継手本体に設けたナット側テーパ部にねじ

で締めあげ、押しつけて密封する。

（５）パッキンは、断面がＶ形、Ｕ形などの形状をした

シール材で、回転軸部に用いられる。
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問１７ 油圧装置の保守に関し、次のうち不適切なものはど

れか。

（１）油圧配管系統は、接続部を重点として、圧油の漏

れがないか、毎日点検する。

（２）作動油中に金属粉が混入すると、速度低下、圧力

上昇不良、油漏れ等の原因となる。

（３）配管を取り外した後、配管内の空気が残ったまま

で高速回転し全負荷運転すると、ポンプの油漏れの

原因となる。

（４）フィルタは、一般に、３か月に１回程度、エレメ

ントを取り外して洗浄するが、洗浄してもごみや汚

れが除去できない場合は新品と交換する。

（５）フィルタエレメントの洗浄は、一般には、溶剤に

長時間浸した後、ブラシ洗いをして、エレメントの
ひた

内側から外側へ圧縮空気で吹く。

問１８ 油圧装置の作動油タンクから試料をとり、当該試料

と同種で同一銘柄の新しい油と比較した結果、泡立ち

していた。この変化の原因と考えられるものは次のう

ちどれか。

（１）グリースの混入

（２）異物の混入

（３）金属粉混入による劣化

（４）異種油の混入

（５）水分の混入

問１９ 電気抵抗が２５００Ωの回路に１００Ｖの電圧をか

けたときに流れる電流は、次のうちどれか。

（１）２０mＡ

（２）３０mＡ

（３）４０mＡ

（４）５０mＡ

（５）６０mＡ

問２０ 次のうち、電気の絶縁体のみの組合せはどれか。

（１）大地 シリコン樹脂

（２）銀 ポリエチレン樹脂

（３）塩水 アルミニウム

（４）ゴム 鉛

（５）空気 石英



（ 関 係 法 令 ）

つり上げ荷重が３ｔ以上の移動式クレーンの製造、問２１

検査に関し、法令上、誤っているものは次のうちどれ

か。

（１）移動式クレーンを製造しようとする者は、原則と

して、あらかじめ、所轄都道府県労働局長の製造許

可を受けなければならない。

（２）移動式クレーンの使用検査は、所轄労働基準監督

署長が行う。

（３）移動式クレーンの性能検査は、原則として、登録

性能検査機関が行う。

（４）移動式クレーンの台車に変更を加えた者は、原則

として、変更検査を受けなければならない。

（５）移動式クレーンの使用再開検査は、所轄労働基準

監督署長が行う。

問２２ つり上げ荷重が３ｔ以上の移動式クレーン又はその

移動式クレーン検査証（以下「検査証」という。）に

関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーンを設置している者は、検査証を損

傷したときは、再交付を受けなければならない。

（２）移動式クレーンを設置しようとする事業者は、原

則として、あらかじめ、移動式クレーン設置報告書

に移動式クレーン明細書及び検査証を添えて所轄労

働基準監督署長に提出しなければならない。

（３）変更検査に合格したときは、検査証に検査期日、

変更部分及び検査結果が裏書される。

（４）事業者は、移動式クレーンを用いて作業を行うと

きは、当該移動式クレーンに検査証を備え付けてお

かなければならない。

（５）移動式クレーンを設置している者は、移動式クレ

ーンを譲渡するときは、検査証を所轄労働基準監督

署長に返還しなければならない。

問２３ 移動式クレーンの玉掛用具として、法令上、使用禁

止に該当しないものは、次のうちどれか。

（１）製造時のリンクの断面 が１６mmのつりチェの直径

ーンで、リンクの断面 が１４mmに減少していの直径

るもの

（２）公称径が１４mmのワイヤロープで、直径が１３mm

に減少しているもの

（３）著しい形くずれがあるワイヤロープ

（４） つりチェーン安全係数が５の

（５） ６×３７のワイヤロープで、ワイヤロープ１構成

よりの間に２４本の素線(フィラ線を除く。)が切断

しているもの
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問２４ 移動式クレーンの運転（道路上を走行させる運転を

除く。）又は玉掛けの業務に関し、法令上、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーン運転士免許を受けた者は、つり上

げ荷重１５ｔの移動式クレーンの運転の業務に就く

ことができる。

（２）小型移動式クレーン運転技能講習を修了した者は、

つり上げ荷重２.９ｔの移動式クレーンの運転の業務

に就くことができる。

（３）移動式クレーンの運転の業務に係る特別の教育を

受けた者は、つり上げ荷重１ｔの移動式クレーンの

運転の業務に就くことができる。

（４）玉掛け技能講習を修了した者は、つり上げ荷重

５ｔの移動式クレーンの玉掛けの業務に就くことが

できる。

（５）玉掛けの業務に係る特別の教育を受けた者は、つ

り上げ荷重０.６ｔの移動式クレーンの玉掛けの業務

に就くことができる。

問２５ 移動式クレーンの使用に関し、法令上、誤っている

ものは次のうちどれか。

（１）移動式クレーンを用いて荷をつり上げるときは、

外れ止め装置を使用しなければならない。

（２）移動式クレーンにその定格荷重をこえる荷重をか

けて使用してはならない。

（３）移動式クレーンを用いて作業を行うときは、つり

上げる荷重に応じてアウトリガーの張出し幅を決定

し、堅固な地盤に設置しなければならない。

（４）移動式クレーンに係る作業を行うときは、移動式

クレーンの上部旋回体との接触による危険がある箇

所に労働者を立ち入らせてはならない。

（５）移動式クレーンについては、移動式クレーン明細

書に記載されているジブの傾斜角（つり上げ荷重

３ｔ未満のものにあっては製造した者が指定した傾

斜角）の範囲をこえて使用してはならない。



問２６ 移動式クレーンの使用に関し、法令上、誤っている

ものは次のうちどれか。

（１）地盤が軟弱であるため移動式クレーンが転倒する

おそれのある場所においては、原則として、移動式

クレーンを用いて作業を行ってはならない。

（２）労働者は、原則として、安全装置を取りはずし、

又はその機能を失わせてはならない。

（３）つり上げ荷重３ｔ以上の移動式クレーンについて

は、厚生労働大臣の定める構造に係る基準に適合す

るものでなければ使用してはならない。

（４）油圧を動力として用いる移動式クレーンの安全弁

は、最大の定格荷重に相当する荷重をかけたときの

油圧に相当する圧力以下で作用するように調整して

おかなければならない。

（５）移動式クレーンを用いて作業を行うときは、移動

式クレーンの運転者及び玉掛けをする者が当該移動

式クレーンのつり上げ荷重を常時知ることができる

よう、表示その他の措置を講じなければならない。

問２７ 巻過防止装置に関し、次の文中の 内に入れる

Ａ及びＢの数値の組合せとして、法令上、正しいもの

は(１)～(５)のうちどれか。

「移動式クレーンの巻過防止装置は、フック、グラ

ブバケット等のつり具の上面又は当該つり具の巻上げ

用シーブの上面と、ジブの先端のシーブその他当該上

面が接触するおそれがある物(傾斜したジブを除く。)

の下面との間隔が Ａ ｍ以上(直働式の巻過防止装置

にあっては Ｂ ｍ以上)となるように調整しておか

なければならない。」

Ａ Ｂ

（１）０.１５ ０.０５

（２）０.２ ０.０５

（３）０.２５ ０.０５

（４）０.３ ０.１

（５）０.３５ ０.１５

移 ク

６／８

問２８ 移動式クレーンの定期自主検査又は点検に関し、法

令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）１年以内ごとに１回行う定期自主検査においては、

移動式クレーンにつり上げ荷重に相当する荷重の荷

をつって荷重試験を行わなければならない。

（２）１月以内ごとに１回行う定期自主検査においては、

ブレーキの異常の有無についても検査を行わなけれ

ばならない。

（３）作業開始前の点検においては、コントローラーの

機能についても点検を行わなければならない。

（４）定期自主検査の結果は、記録してこれを３年間保

存しなければならない。

（５）定期自主検査又は作業開始前の点検を行い、異常

を認めたときは、直ちに補修しなければならない。

問２９ 設置されているつり上げ荷重５ｔの移動式クレーン

の次の部分を変更しようとするとき、法令上、移動式

クレーン変更届を提出する必要がないものはどれか。

（１）ジブ

（２）原動機

（３）ブレーキ

（４）コントローラー

（５）フック等のつり具

問３０ 移動式クレーン運転士免許に関し、法令上、誤って

いるものは次のうちどれか。

（１） たない者は、免許を受けることがで満１８歳に満

きない。

（２）免許に係る業務に就こうとする者は、免許証を損

傷したときは、免許証の再交付を受けなければなら

ない。

（３）免許証を他人に譲渡又は貸与したときは、免許の

取消し又は６月以下の免許の効力の停止の処分を受

けることがある。

（４）労働安全衛生法違反の事由により免許の取消しの

処分を受けた者は、取消しの日から２年間は、免許

を受けることができない。

（５）免許に係る業務に現に就いている者は、本籍を変

更したときは、免許証の書替えを受けなければなら

ない。



(次の科目の免除者は問３１～問４０は解答しないで下さい。)

（移動式クレーンの運転のために必要な力学に関する知識）

問３１ 図のようにＯ点に３つの力Ｐ 、Ｐ 、Ｐ が作用して１ ２ ３

いる場合に、これらの合力は次のうちどれか。

Ｅ

２

Ａ
Ｐ

Ｂ

Ｄ

１Ｐ ３

Ｃ Ｏ
Ｐ

（１）Ａ

（２）Ｂ

（３）Ｃ

（４）Ｄ

（５）Ｅ

問３２ 図のような天びんをつり合わせるための荷Ｗの質量

と、天びんを支えるための力Ｆの組合せとして、正し

いものは次のうちどれか。

ただし、重力の加速度は９.８ｍ/ｓ とし、天びん２

棒の質量は考えないものとする。

１ｍ １.５ｍ

２０kgＷ Ｆ

Ｗ Ｆ

（１）２０kg ９８Ｎ

（２）２０kg １９６Ｎ

（３）３０kg ２９４Ｎ

（４）３０kg ４９０Ｎ

（５）４０kg ３９２Ｎ

移 ク

７／８

問３３ 物体の質量又は比重に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）鉛１ｍ の質量は、コンクリート１ｍ の質量の３３ ３

倍である。

）物体の体積をＶ、その物体の単位体積当たりの質（２

量をｄとすれば、その物体の質量Ｗは、Ｗ＝Ｖ×ｄ

で求められる。

（３）鋼の比重は、およそ７.８である。

（４）形状が立方体で材質が同じ物体では、各辺の長さ

が２倍になると質量は８倍になる。

（５）アルミニウム１ｍ の質量と水２.７ｍ の質量は３ ３

ほぼ同じである。

問３４ 物体の重心に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）物体は、一般に、重心が低く、底面が広い方が安

定性がよい。

（２）物体の重心の位置は、どのような形状でも必ずそ

の物体の内部にある。

（３）物体の置き方を変えても、物体内での重心の位置

は変わらない。

（４）物体を一点づりすると、その重心は必ずつった点

を通る鉛直線上にある。

（５）物体を少し傾けた場合に、重心を通る鉛直線が物

体の底面を通るときは、物体は倒れない。

問３５ 物体の運動に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）ある物体が他の物体に対して時間の経過とともに

その位置を変えることを運動という。

（２）運動の向きと速さで示される量を速度という。

（３）物体が円運動を行っているとき、物体の速さを大

きくすると、遠心力は小さくなる。

（４）物体に加速度が生じるとき、次第に速度を増加さ

せる場合を正の加速度といい、減少させる場合を負

の加速度という。

（５）外から力が作用しない限り、静止している物体は

静止の状態を、また、運動している物体は運動の状

態を続けようとする性質を慣性という。



問３６ 物体に働く摩擦力に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）他の物体に接触して静止している物体に、接触面

に沿う方向の力が作用するとき、接触面に働く摩擦

力を静止摩擦力という。

（２）運動摩擦力は、最大静止摩擦力より小さい。

（３）運動摩擦力は、物体の接触面に作用する垂直力と

接触面積の大きさに比例する。

（４）最大静止摩擦力は、物体の質量や接触面の状態に

関係がある。

（５）円柱状の物体を転がす場合と引きずる場合を比べ
ころ

ると、転がり摩擦力は滑り摩擦力より小さい。
すべ

問３７ 荷重に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）移動式クレーンの巻上げドラムの軸には、曲げ荷

重とねじり荷重がかかる。

（２） シーブを通る 用ワイヤロ移動式クレーンの 巻上げ

ープには、引張荷重と曲げ荷重がかかる。

（３）移動式クレーンのフックには、引張荷重と曲げ荷

重がかかる。

（４）材料を押し縮めるように働く荷重をせん断荷重と

いう。

（５）一箇所又は非常に狭い面積に作用する荷重を集中

荷重という。

直径２cmの丸棒の軸方向に１１kＮの引張荷重が作用問３８

するときのおよその引張応力は、次のうちどれか。

２（１） ３５Ｎ/mm

２（２） ７０Ｎ/mm

２（３）１０５Ｎ/mm

２（４）１４０Ｎ/mm

２（５）１７５Ｎ/mm

移 ク

８／８

問３９ 図のように質量８ｔの荷を４本の玉掛け用ワイヤロ

ープを用いてつり角度９０°でつるとき、使用するこ

とができるワイヤロープの最小径は、次のうちどれか。

ただし、４本のワイヤロープには均等に荷重がかか

るものとし、また、ワイヤロープの切断荷重はそれぞ

れに記載したとおりとする。

90°

８ｔ

ワイヤロープ 切断荷重

の直径(㎜) (kＮ)

（１）１６ １２６

（２）１８ １６０

（３）２０ １９７

（４）２２ ２３９

（５）２４ ２８４

問４０ 滑車装置に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）滑車装置は、ワイヤロープを引く方向を変えたり、

荷重を小さくするために使用ワイヤロープにかかる

される。

（２） 滑車装置として定移動式クレーンのジブ先端には

滑車が用いられている。

（３） 主巻用フックブロックには、動移動式クレーンの

滑車が用いられている。

荷を上げる場合、力は荷の重さ（４）動滑車１個を用いて

の半分の力ですむが、ロープを引く距離は２倍になる。

荷を上げる場合、荷の重（５）下図の組合せ滑車により

さの１/８の力で荷を上げることができる。

（終 り）


